



































 今回の休校中に 1 年生に出したのは，次の 1 題である． 
 
問題 1 正八面体の各面に，決められた 4 色を用い   








という条件を残すとすると，立方体の面は 6 つだから必要なのは 3 色とな








解答 1，2，3 の 3 色を用いるとする．1 の色を塗った面を上下の面とし，
2 と 3 の色を側面に塗ることにすると，その塗り方は 1 通りだけであるか
ら，求める塗り方の数は 1 通りである． 
 
 側面の塗り方が 1 通りであるのは円順列の考え方である． 





体の面は 6つだから必要なのは 3色となる．もし 4色という条件を残すと 4色から 3色を
選ぶというステップが出て来るが，3色を選んだ後の状況を問うことにしても問題の本質
は変わらないので，次の問題となる．


















合う 3 つの面に 2，3，4 の 3 色を塗る．その塗り方は 
















の中央の面（1 の色）に丸い穴を開けて広げ，外側の円を 1 点に縮めたも
のが図 2 である．これらは同じ塗り方を表していることが分かるだろう．























その周囲の 5面に 2，3，4の色を配置してみると，2，3，4のうちの 1色だけが 5面のう















問題 3 正十二面体の各面に，決められた 4 色を用  






にする．中央に 1 の色を塗り，その周囲の 5 面に 2，3，4 の色を配置して
みると，2，3，4 のうちの 1 色だけが 5 面のうちの 1 面にのみ塗られ，他






従って，1 面のみとなる色の選び方が 3 通り，他の 2 色の塗り方は鏡像（左
右反転）で 2 通りあるから，中央の面の周囲の 5 面の塗り方は 6 通りある
ことになる．2，3 の色を 2 か所ずつ，4 の色を 1 か所とした場合の 1 つの
塗り方（図 3）に対して，さらに周囲に色を塗っていく． 外側の 5 つの面
に塗ることのできる色を書き込むと 
 
           
 
これらの可能性の中で，外側の円に囲まれた面まで塗ることができるのは





2通りあるから，中央の面の周囲の 5面の塗り方は 6通りあることになる．2，3の色を 2






従って，1 面のみとなる色の選び方が 3 通り，他の 2 色の塗り方は鏡像（左
右反転）で 2 通りあるから，中央の面の周囲の 5 面の塗り方は 6 通りある
ことになる．2，3 の色を 2 か所ずつ，4 の色を 1 か所とした場合の 1 つの
塗り方（図 3）に対して，さらに周囲に色を塗っていく． 外側の 5 つの面
に塗ることのできる色を書き込むと 
 
           
 
これらの可能性の中で，外側の円に囲まれた面まで塗ることができるのは












問 3 の条件を満たす塗り方は存在しない．4 色で塗る場合，次の問 4 が問
題として成立する． 
 





3 × 2 × 2 = 12（通り） 
と考えられている．正八面体の場合は数珠順列と同じ考え方になったが，
正十二面体ではこれらの中に全体として同一となる塗り方があるだろうか． 
 図 5 のいずれの場合も 1 の色が塗られる面が 3 面あるから，その周囲の
面の色に注目しよう．中央の面の周囲は 4 の色が 1 面のみであるのに対し，









3 × 2 × 2 = 12（通り）
と考えられている．正八面体の場合は数珠順列と同じ考え方になったが，正十二面体では
これらの中に全体として同一となる塗り方があるだろうか．
図 5のいずれの場合も 1の色が塗られる面が 3面あるから，その周囲の面の色に注目し
よう．中央の面の周囲は 4の色が 1面のみであるのに対し，他の 1の色の面の周囲は，そ
れぞれ 2の色の面あるいは 3の色の面がそれぞれ 1面のみになっている．したがって，中
央の面の周囲の面の塗り方として 1面のみになる色の選び方 3通りのどれから始めても全
体の塗り方が同じになることが分かる．よって，求める塗り方の総数は
3 × 2 × 2 ÷ 3 = 4（通り）（答）
となる．
確認すると，図 5の 2つを含めてすべての塗り方は次の 4通りである．
7 
 
して 1 面のみになる色の選び方 3 通りのどれから始めても全体の塗り方が
同じになることが分かる．よって，求める塗り方の総数は 
3 × 2 × 4 通り） (答) 
となる． 
確認すると，図 5 の 2 つを含めてすべての塗り方は次の 4 通りである． 
  
   
 
下の段 (イ) は上の段 (ア) の鏡像であるから，鏡像を除くと塗り方は 2
通りとなる．［1］によると正十二面体の塗り方は本質的に 1 通りとされて
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